
























(1) 生産・実現計画 (1) 技術，管理・生産組織発展計 (1) 生産・実現計画
(2) 技術，生産組織発展計画 画 (2) 技術・生産組織発展計画
(3) 労働計画 (2) 製品の質の向上計画 (3) 生産の経済効率向上の指標
(4）物資・技術調達計画 (3) 生産能力の利用計画 (4) ノルマとノルマチーフ
(5) 生産費・原価計画 (4) 基本建設，基本・経常修理計 (5) 基本投資と基本建設計画
(6）財務計画 画 (6）物資・技術調達計画








（出所） 「．兄 K1mepMaH1 t1.p. OcHOBbI 3KOHOMl1Kl1 1 n』3Hl1POB3Hl151npOMbl山居間bIXnpet1.np附 rnil,
CrnT11crnKa, 1968, c. 34; OpraH113au11H, nJJaH11poBaH11e 1 ynpaBJJeH11e t1.eHTeJJhHOCTbl() npoMbI山－
JJeHHbJX叩et1.叩問mil，口Olpet1. C. E. IくaMeH11uepa,8b1c山351WKOλa, 1976, c. 11 1～112;3KOHO・ 





































鉄 鋼 24.3 
石油，石油化学 15.5 
金 属 10.5 
建設材料生産 8.1 
化 子"'" 1.3 
自動車輸送 13.3 
（出 所） 凡 8.「CTOB,A. 8. CbilleBa, OxpaHa叩叩Ollbl,Bbl山ヨ前回日



































刀.8. reTOB, A. 8. CbilfeBa, OxpaHa np11p01lbl, 8bIW3H山a兄山KO』a,1986, c. 44 
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1985 1986 1985 1986 
ソビエト 22374 22968 59 60 
ロシア共和国 13986 14331 54 56 
ウクライナ ／ 4536 4749 78 80 
ベロルシア ／ 728 812 89 91 
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ウズベク ／ 892 936 68 70 
カザ、フ ／ 327 292 54 50 
グルジア ／ 279 265 45 44 
アゼルパイジャンか 173 206 28 33 
リトアニア ／ 88 95 21 22 
モルダビア ／ 223 155 84 58 
ラトビア ／ 118 125 32 35 
キルギス ／ 183 152 94 95 
タジク ｝ 187 190 76 74 
アルメニア JI 359 352 67 60 
トゥjレクメン l 21 14 95 95 
エストニア ／ 274 294 58 60 






1985 1986 1985 1986 
モスクワ 647 648 62 62 
レニングラード 529 537 67 67 
キエフ 176 134 64 60 
ミンスク 184 182 62 61 
タシケン卜 55 61 48 52 
アルマーアタ 152 155 74 76 
トビリシ 20 25 31 38 
パクー 374 337 43 41 
ビリニュス 22 22 47 44 
キシネフ 37 37 43 42 
リガ 170 162 80 79 
フルンゼ 558 538 86 86 
ドゥシャンペ 326 411 91 92 
エレパン 35 44 36 34 
アシノ、バー ド 14 12 39 37 
タリン 194 210 82 82 





1985 1986 1985 1986 
ソビエト 101779 101425 49 49 
ロシア共和国 63563 62765 52 51 
ウクライナ ／ 15117 14305 43 42 
ベロルシア ／ 2576 2737 80 83 
ウズベク ／ 1824 1952 63 64 
カザフ / 7785 8093 28 29 
グノレジア ／ 356 386 58 74 
アゼルパイジャン刀 751 781 78 82 
リトアニア / 1295 1296 88 88 
モルダピア ｝ 1705 1844 78 82 
ラトビア ／ 339 365 65 70 
キルギス ／ 429 509 39 46 
タジク ／ 380 479 70 74 
アルメニア ／ 629 591 93 86 
トゥノレクメン ／ 194 224 70 78 
エストニア J 4836 5098 57 67 





1985 1986 1985 1986 
ソビエト 244.4 250.9 69 70 
ロシア共和国 145.7 153.7 70 72 
ウクライナ ／ 59.5 57.9 78 78 
ベロルシア ／ 7.0 8.0 81 83 
ウズベク ／ 6.5 7.3 49 53 
カザフ ｝ 11.5 12.1 60 61 
グルジア J 1.0 1. 0 37 37 
アゼルノてイジャン刀 1.8 1.8 38 39 
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リトアニア ／ 2.9 2.9 57 52 
モノレダピア ／ 0.8 0.8 23 23 
ラトビア ｝ 0.5 0.5 56 56 
キルギス /l 0.4 0.6 39 47 
タジク /l 0.6 0.8 53 57 
アルメニア }} 2.3 1. 8 82 78 
トゥlレクメン ｝ 0.6 0.6 21 23 






















































































420～480トン／時 0.45/0.20 0.45/0.30 0.70 0.50 1.20 
300メガワットのエネ
ルギー・ブロック 0.70/0.35 0.70/0.40 0.90 0.70 1.40 
500, 800メガワットの
エネルギー・ブロック 0.95/0.45 0.95/0.55 1.10 0.90 1.60 
分子：抑制策をとらなかった場合の値
分母：最も簡易な抑制策をとった場合の値













































利 占 問 題 占
(1）水が再利用される (1) 土地の水没
(2) 燃料の採掘・輸送の必要がない (2) 浸水
(3) 環境を汚染しない (3) 岸・底の変形
(4) 水運・航行の改善 (4) 水量減少
(5) 都市・工業中心地への給水の改善 (5) 河川の水利的・水生生物学的状況の変化
(6) 濯概の発展 および動物の移動
(6）地震の活動の強化
（出所） 凡 8.「eTOB,A. 8. Cbt'!esa, YKa3. co可.， c. 152～154; 1. M. ApTK>nma, 8. P. OKopoKos, 














































































（出所） A. A. 4epttyx11H，的.H.伽 aKcepMaH,3KOHOMl1Ka 3HepreTl1Kl1 
CCCP, 3tteproaTOMl13.llaT, 1985, c. 132. 
表－11 出力増大の基本方向
増 加 出 力 1981～1985年と比較
出力構造 1981～1985年 1986～1990年 して， 1986～1990年
100万kW % 100万kW* %＊ に増加した出力
100万kW* %＊ 
発電所（新設および拡 47.5 100 83.1 100 35.6 174 
張）
そのうち
水力発電所 9.1 19.1 9.3 11.2 0.2 102.2 
火力発電所 22.7 47.7 33.3 40.1 10.6 146.7 
現存の発電所の更新お
よび修復による出力の 0.8 100 2.2 100 1.4 2.7倍
増加
そのうち
火力発電所 0.8 100 1. 9 86.4 1.1 2.3倍
水力発電所 0.3 13.6 0.3 
＊ チェルノプイリの事故の分析結果にもとづいて，年間計画作成に際して増加出力は修正
がなされた。
（出所） 日0且pe.1.,A. A. Tpo11uKoro, 3tteprernKa CCCP B 1981 -1990 ro.1ax, 3tteproaroaTOMl13.llaT, 






























（出所） 口O.lpe.l., A. M. HeKpacoBa, A. A. Tpo114KOro, 3tteprernKa CCCP B 1981 - 1985 ro.lax, 
1981, c. 320～322.；日O.lpe.l., A.「.)K11Mep11tta, CoBpeMeHHb1e npo6ぽ Mbl3HeprernK11, 3tte-
proaTOMl13.llaT, 1984, c. 9.; JI. B. reTOB, A.B. Cbl町民 yKa3.CO可.， c. 156-157; B.兄 Pb1・
KHH 1 .lp., YKa3. co4., c. 252～257. より作成。
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（最適ノてリアントの選択基準）




























低レベル放射’性 I I l化学的再処理｜
廃棄物 I ↑ I 
使用済燃料の ｜ 低レベル放射性
再生 ｜ 廃棄物
中レベル放射d性 I I I 
｜ スブアルト固化 ｜ 








（出所） YI. M. ApTJOrnHa, B. P. OKopoKOB, MeTO且blTeXHHKO -9KOHOM山氏KOroaH制 H3aB 9HeprernKe, 













































(1) 「生物圏に対する主要な汚染源のなかで，電力産業は第 1位を占める。」A.n. 
口3.l3JIKO，「.6.日eKeJIHC, 3KOHOMHKa 3λeKTP09HepreT11YecK11x c11cTeM, 8b1山ヨ白山a只山KOJia,
1985, c. 303. 
(2）凡 B.「eToB, A. B. CbI可eBa, OxpaHa nptpO.lbI, Bbl山9t山aH山KOJia 1986, C. 95. 
(3) YI. P.「0λy6eB, IO. H. HoBHKOB, 0Kpy)l{a!OI.Ua只Cpe,la1 ee OXpaHa, npoCBe山eHtte,
1985, c. 84, 87.参照。







「eTOB,A. B. Cb1lJeBa, YKa3. co可.c. 118. 
(6) 「土地に対する人間の非農業的作用のなかで，エネルギー資源の採掘によるもの
がきわだっている。これによって土地表層が破壊されるだけでなく，水や熱といっ
た複雑な自然体系が破壊される。」日O.lpe≫-., A. M.λeBHHa, OxpaHa 0Kpy)!(a10mei1 cpe.lbI, 










λ. B.「eTOB, A. B. Cb1tJesa, YKa3. col., c. 40. 
(8）口O.lpe.l., r.日.KHnepMaHa, OcHOBbI 3KOHOMHK九 opraHH3aUHHH nJiaHHPOBaHHH npoH3BO・
.llCTBeHHblX 06be.llHHeHHH 3KOHOMHKa, 1987, c. 257～260. 参照。
(9) TaM )!(e, c. 261～262. 参照。
(10) 1985年時点、で， 1000以上の有害物質に対する許容値（口peAeJibHO且onyeTHMbieKoHue-
HTpauHH：口且K）が制定されている。 l1.P.「0λy6eB，的.B. HoBHKOB, YKa3. col., c. 91. 
(1）凡 B.「eTOB, A. B. Cb1tJeBa, YKa3. co札， c.94. 
(12) TaM )!(e, c. 127～128. 参照。
(13) TaM )!(e, c. 58; DOA pe)l.，「．日.KHnepMaHa, YKa3. co可.， c. 266. 
(14) l1. P.「oJiy6eB, IO. B. HoBHKOB, YKa3. col., c. 15. 参照。
(15) TaM )!(e, c. 96, 132.; 凡 B.reTOB, A. B. CbilJeBa, YKa3. co可．， c. 181.; 口0江06叫・
pe且.， B.B. OcMOJIOBCKOro, 0praHH3a日目九日λaHHPOBaHHeH ynpaBJieHne )le兄TeλbHOCTbぬnpOMbト
山JieHHOro06be)lHHeHH兄， Bbl山3抗山a冗山KOJia, 1984, C. 88. 
(16) 「今日のソ連邦」，第15号， 1988, 54～59ページ参照。
(17) 環境保護の必要性を訴える記事や環境保護派の出張・行動を伝える記事が，最近
頻繁に紹介されている。「今日のソ連邦」， 1987，第17, 18, 20 ; 1988，第 1, 7' 
19号，参照。
(18) M. A. CyJITaHOB, 3HeprerntJecKa河口porpaMMaxxvr Cbe3且aKnee, .lloHH山， 1985, 
c. 4.参照。
(19）口0.lpe)l., A. M. HeKpacosa, A. A. TpOHUKOro, 3HepreTHKa eeeP B B 1981 - 1985 
ro≫-ax, 3HeprOH3凪T, 1981, C. 307. 参照。
。） l1. M. ApnornHa, B. P. OKopoKOB, MeTO.llbl TeXHHKO -3KOHOM則氏KoroaHaJIH3a B 3Hepre・





ったことに関する技術的施策の広汎な導入が必要となる。」日0江peJl., A. M. HeKpa-
coBa, A. A. Tpo111.1.Koro, YKa3. co可.， c. 313. 
(2) 1. M. ApTl{)rHtta, B. P. OKopoKOB. co可.， c. 180. 





あった。」 TaM)f{e, c. 152. 
(25) 「原子力発電所は，火力発電所より環境に与える悪影響は小さい。」 1.P.「OJiy6eB,
IO. B. HoBHKOB, YKa3. cotJ., c. 150. 
「エコロジーの点からみて，原子力発電所は十分に安定的であるし，いくつかの
点で有機固体燃料を使用する火力発電所よりすぐれていると言うことができる。」
A.日.na且aλKO，「.5.日eKeJ111c, YKa3. co可.， c. 304. 
(26）口oλpeJl.,B. B. MarneeBa, AnnapaTypa KOHTPOJIH pa)l1au1ottoi1 6e3onacttocT11 A3Cc 
BB3P 1PbMK, 3tteproaTOMI13JlaT, 1987, c. 5. 
(27) A. C. MottaxoB, ATOMHbie 3JieKTp11YecK11e crntu11 1 1x TeXHOJIOrHtJecKoe o6opy JlOBat1e, 
3tteproaTOMI13且aT, 1986, C. 102. 




絶対的安全性を可能にしてきた。」 1.P.「0押6eB, IO. B. HoBHKOB, YKa3. co可.， c. 151. 
(30) A. B. 1川 e山， A.E.口paJibHHKOB, PenopTa)f{ 13可epH06blλ只， Mb!CJ!b1987, c. 148, 
150. 参照。
(31) TaM )f{e, c. 21, 22. 参照0
(32) TaM氷e, c. 29. 
(3) TaM )f{e, c. 81. 参照0
(34) TaM )f{e, c. 137. 







(37) 「今日のソ連邦J，第17号， 1986,44ペー ジ。






















雲乏 （富大経済論集第 35巻第 1号｝
頁 訂正箇所 誤 正
1 0 3 1 2 伝われている 伝えられている
1 7 2 2 1 npe且口pロJITilH npe且ロpnRTH話
1 9 2 2 3.E 3.r 
1 9 6 1 1 OObe,znrneHH読 3KOHO胞はa oo:oe耳目HeHH首3 3KOHO胞はa
II 1 3 且onyeTH陥，1e 五o口YCTH地 1e
1 9 7 1 7 A3Cc A3C c 
II 1 8 P'bMK PEMK 
2 7 0 4 行使したのである． この 行使したのである。 この
